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まえがき 

Visual Expertは、PowerBuilder、Oracle PL/SQL、SQL Server、または C#.NET（ベー

タ）の各種ソースコードを解析でき、その解析結果を SQL Server 上に作成するリポ

ジトリに保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、Visual Expert は、この解析結果を利用する事によりソースコードをあらゆる視

点から可視化でき、以下のカテゴリーで 200以上の機能を提供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Visual Expert C/S構成では、Webサーバーを追加することにより Webブラウザで

ソースコード解析結果情報を表示（VE Webクライアント）できます。 

この資料は、VE Webクライアントの操作について説明します。 

Novalys Japan株式会社 

代表取締役 伊藤 英雄 
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第 1章 VE Webクライアントとは 

Visual Expert は、Visual Expert C/S構成＋Webサーバーを構成する事により、Webブラウザを使

用して Visual Expertのソースコード解析結果を表示できます。 

この資料では、Novalys社 Webサイトに作成されたデモ サイトで (JP) PB sample projectの操作

を中心に VE Webクライアントの使用方法を説明します。 

 

1.1 Visual Expert Webクライアントのサンプルへのアクセス 

Novalys社Webサイトに作成されたサンプル アプリケーションにアクセスするには、以下のい

ずれかの方法でログインします。 

1. Webブラウザに以下の URLを入力するとログイン 

ページが表示されます。 

https://demo.visual-expert.com/ 

 

Eメールアドレス：demo@visual-expert.com 、 

パスワード：novalys が表示されているので、その

まま[ログイン]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

2. または、アイコン     をクリックして、表示されるページで個人のメールアドレスを

入力して[続く]ボタンをクリックし、ユーザー情報を入力して[登録]ボタンをクリックしま

す。新しいユーザアカウントが作成されます。 

ご注意；パスワード フィールドには、 5 – 50桁の

半角英数字をご指定ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://demo.visual-expert.com/
mailto:demo@visual-expert.com
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3. 現在、デフォルトで選択されているプロジェクトのコード検査ダッシュボードが表示され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2  (JP) PB sample project の表示 

ここでは、PowerBuilderアプリケーションのプロジェクトを使用して、VE Webクライアントに

の使用方法を説明します。 

1. Webクライアントのタイトルバーに

は、現在選択されているプロジェク

トとコード解析バージョンが表示さ

れています。 

また、その下のリボン メニューで

は、Visual Expertの機能カテゴリー、

すなわち、コード検査、ドキュメン

テーション、コードエクスプローラー

などを選択できます。 

 

2. PowerBuilderプロジェクトを選択する

には、タイトルバー上のフォルダーア

イコン（   ）をドロップダウンし

て、[(JP) PB sample project]プロジェ

クトを選択します。 

 

 

 

 

 

  

プロジェクト 解析バージョン 

機能カテゴリー 
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3. 選択された[(JP) PB sample project]プロジェクトがフォルダーアイコン（   ）横に表示

され、このプロジェクトの解析結果が表示されます。 

他の情報が表示された場合は、[コードエクスプローラー]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Visual Expertコード解析結果は画面中央のメインビューに表示され、左ペインにはナビゲー

ションバー、右ペインにはソースコードビューが表示されます。 

基本的な操作は、メインビュー内でターゲット オブジェクトを選択し、ナビゲーション

バーで表示される情報項目をクックすると、その結果がメインビューの選択項目の下に表

示されます。 

また、メインビュー内で選択されたターゲット オブジェクトのソースコードがソースコー

ドビューに表示されます。ソースコードビュー内ではハイパーリンクが張られ、次々とド

リルダウンして表示可能です。 

 

メインビューの選択オブジェクトに応じて、ナビゲーションバーに表示される項目が異な

ります。 

ホームアイコン（   ）をクリックすると、VE Webクライアントをリフレッシュできま

す。 

  

ナビゲーション 

バー 

メインビュー 

ソースコードビュー 
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第 2章 VE Webクライアントの機能 

ここでは、PowerBuilderプロジェクトでの VE Webクライアントの使用方法を説明します。 

この説明には Novalys社Webサイトに作成されたデモ サイトの (JP) PB sample projectを使用し

ます。 

2.1  アプリケーション オブジェクト関連機能 

PowerBuilderアプリケーション オブジェクトには、グローバル変数が定義されています。

メインビューでアプリケーション オブジェクトを選択すると、左ペインにはこれに関連

するナビゲーションバー項目が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.1 グローバル変数のインパクト アナリシス 

例えば sqlcaに着目すると、このアプリケーションでは 23か所からの参照がある事が判り

ます。更にインパクト アナリシスにより、各グローバル変数を参照しているスクリプト

が可視化されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

このアプリケーションでは、sqlcaが 23

か所で使用されており、を選択してイン

パクト アナリシスをクリックすると、

sqlcaが何処で使用されているかが判りま

す。 
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また、表示されたイベント スクリプト アイコンをクリックすると、そのソースコードが

ソースコードビューに表示され、sqlcaが使用されているコードが判ります。 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.2 オブジェクト依存性マトリクス 

ここでは、各グローバル変数とそれらを参照してるメソッド（イベント、ファンクショ

ン）の関係をマトリクスで表示できます。 
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2.2  ウィンドウ関連機能 

PowerBuilderは、オブジェクト指向のアプリケーション開発言語/ツールであり、RDBMS

にアクセスする C/Sアプリケーションを構築できます。このアプリケーションでは、多く

のウィンドウが使用されます。 

2.2.1 ウィンドウの Open階層 

Visual Expertでは、このアプリケーションで開かれるウィンドウの Open階層を表示して

アプリケーション全体の処理概要を把握できます。 

これには、メインビューで[Application Object]ノードを選択し、ナビゲーションバー項目

[階層を開く]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウィンドウの Open階層で表示された個々の

ウィンドウを更に調べる事ができます。 

 

 

 

  

これはアプリケーション オブジェクト

ve_pb12solが w_loginウィンドウを開き、

w_frameが開かれ、このメニューm_frame

から、w_about、w_crosstab、

w_crosstab_statistic、w_cust_mngerが開か

れ、w_cust_mngerは更に w_cust_modify、

w_cust_newを開いている様子を可視化し

ています。 
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2.2.2  すべてのウィンドウと個別ウィンドウの表示 

メインビューの選択項目に応じて、表示されるナビゲーションバー項目が異なります。 

すべてのウィンドウに関する情報を得るには、ルートノード[Windows]を選択して、必要

なナビゲーションバー項目をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ルートノード[Windows]をダブルクリックするか、またはナビゲーションバー項目

の[すべてのウィンドウ]をクリックします。これにより、ルートノードが展開されて個々

のウィンドウにアクセスでき、対応するナビゲーションバー項目を選択できます。 
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2.2.2.1  ウィンドウの継承階層 

ウィンドウの継承階層を表示するには、ルートノード[Windows]を選択してナビゲーショ

ンバー項目の[継承階層]をクリックします。結果はルートノード[Windows]の下に表示され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.2.2  ウィンドウで使用している DWオブジェクト 

ルートノード[Windows]を選択してナビゲーションバー項目の[使用 DW]をクリックする

と、結果がルートノード[Windows]の下に表示されます。 
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2.2.2.3  ウィンドウの関数とイベント 

個別ウィンドウを選択してナビゲーションバー[関数とイベント]をクリックすると、その

ウィンドウに定義された関数とイベントが選択したウィンドウ下に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.2.4  ウィンドウのアーキテクチャ 

個別ウィンドウを選択してナビゲーションバー[アーキテクチャ]をクリックすると、その

ウィンドウの構造が選択したウィンドウ下に表示されます。 

個々のコントロールを選択して、更に調査を続けられます。 
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2.2.3  ウィンドウのインパクト アナリシス 

インパクト アナリシスは何処から参照されているかを可視化します。これにより、例え

ば、そのオブジェクトを変更した場合、何処に影響があるかを調べ、それらも適切に修正

することにより、その後のバグを未然に回避できます。 

これには、個々のウィンドウを選択してナビゲーションバー項目の[インパクト アナリシ

ス]をクリックします。 

メインビュー内でウィンドウ w_cust_newを選択して、ナビゲーションバー項目の[インパ

クト アナリシス]をクリックします。 

ウィンドウ w_cust_newは、メニューm_新規顧客および w_cust_mngerからオープンされま

す。ウィンドウ w_cust_newを変更する場合は、これらのオブジェクトも併せて問題が無

い事を確認する必要があります。 
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2.3  データウィンドウ関連機能 

PowerBuilderのデータウィンドウは、DBアクセス オブジェクトしては、強力な機能を

持っています。ルートノード[DataWindows]を選択して、様々なナビゲーションバー項目

をクリックできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.1 ドロップダウン DW 

どのデータウィンドウ オブジェクトが、どのドロップダウン DWを使用しているかを簡

単に調べられます。 

これには、ルートノード[DataWindows]を選択してナビゲーションバー項目の[ドロップダ

ウン DW]をクリックします。結果がルートノード[DataWindows]下に表示されます。 
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2.3.2 共有データウィンドウ 

共有データウィンドウとは同一の DB検索結果を複数のデータウィンドウで共有でき、そ

れぞれ異なった書式でデータを表現できます。 

共有データウィンドウを調べるには、ルートノード[DataWindows]を選択してナビゲー

ションバー項目の[共有データウィンドウ]をクリックします。結果がルートノード

[DataWindows]下に表示されます。 

この例では、ウィンドウ w_shared _dw_graphでは d_ghaph_primaryと 

d_ghaph_average_employee…、d_ghaph_employee_status…、d_ghaph_salaries by depa…を共

有データウィンドウとして使用しています。 

また、ウィンドウ w_cust_modifyでは d_customer_listと d_customer_formを共有データウィ

ンドウとして使用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更に、ウィンドウ w_shared _dw_graphのスクリプト ue_postopenをクリックすると、ソー

スコードビューにそのソースコードが表示されます。 
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また、d_ghaph_primaryを選択してナビゲーションバー項目[データソース]をクリックし、

表示される[Retrieve SQL]をクリックすると、ソースコードビューにそのデータウィンド

ウ オブジェクトの SQLが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.3データウィンドウのインパクトアナリシス 

データウィンドウ オブジェクトは、DBアクセスを実行する 1つのコンポーネントであ

り、複数のウィンドウでも使用可能です。 

この例では、データウィンドウ d_customer_formのインパクト アナリシス行って見ます。 

データウィンドウ d_customer_formは、ウィンドウ w_cust_modifyと w_cust_newで使用さ

れています。すなわち、データウィンドウ d_customer_formを変更する場合、ウィンドウ

w_cust_modifyおよび w_cust_new（openイベントと d_customer_listを含む）も正しく動作

する様に確認する必要があります。 
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2.4  テーブル/カラム関連機能 

ルートノード[Tables]は、PowerBuilderアプリケーション内で使用されるテーブル/カラム

情報に基づいて作成されます。 

ルートノード[Tables]を選択してナビゲーションバー項目[すべてのテーブル]をクリックす

ると、ルートノード[Tables]が展開されすべてのテーブルにアクセスできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーブルのカラムにアクセスするには、個別テーブルを選択してナビゲーションバー項目

[カラム]をクリックします。 
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2.4.1 CRUDマトリクスの表示 

CRUDマトリクスとは、どのオブジェクト/メソッドが DBテーブル/カラムにアクセスし

ているかをマトリクスで表現します。これにより、アプリケーションの処理概要を把握で

きます。 

1.  [Tables] ノードから複数のテーブルを選択し、ナビゲーションバー項目[CRUDマト

リクス]をクリックします。これによりルートノード[Tables]が展開されます。 

複数のテーブルを選択には、[Shift]キーまたは[Ctrl]キーを使用できます。 
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2. 選択したテーブル下に、Excelアイコンと共に[CRUDマトリクス]が表示されます。

これをクリックすると、右ペインに CRUDマトリクスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

CRUDマトリクスは、カラムに対しても作成可能です。 

元の CRUDマトリクスに戻るには、[メインビュー]タブを選択します。 

 

  

1行目の各項目にはフィルターが設

定され、検索を容易にします。 

各セルをクリックすると、そのメソッドのタブが作成され、

ソースコードビューにソースコードが表示されます。 
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2.4.2 テーブル/カラムのインパクト アナリシス 

ここでは、customerテーブルの idカラムが、何処で使用されているかを調べています。そ

の結果、u_dwの uf_get_custid()、データウィンドウ オブジェクト d_customer_form、

d_customer_listが customerテーブルの idカラムにアクセスしています。 

u_dwの uf_get_custid()では、SELECT max(id)を実行しています。 
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2.4 ドキュメント作成 

Visual Expertでは、現在のソースコードからドキュメントを作成できます。 

1. ホームアイコン（   ）をクリックして、Visual Expert Webクライアントをリフレッ

シュした後、リボンメニュー[ドキュメンテーション]を選択します。これにより、ダッシュ

ボードが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 作成されたドキュメントは、左ペイン上部に表示される[(JP)PB sample project]で表現されま

す。すなわち、これを選択すると上図で示されるドキュメント全体が表示されます。 

またその配下の項目、例えば[ve_pb12sol]を選択すると、その配下のすべてのドキュメント

が表示されます。また、さらにその下の個別の項目を選択すると、選択した項目のドキュ

メントが表示されます。 

ドキュメント内はハイパーリンクが張られており次々にドリルダウンして表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択したドキュメン

トを表示します。 
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3. 右ペインに表示された作成されたダッシュボードからも、選択した項目のドキュメントを

表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択したドキュメントを表示します。 
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2.5  コード検査 

Visual Expertは、ソースコードをスキャンして、セキュリティ脆弱性、バグ、保守性の問

題を検出できます。 

2.5.1 コード検査ダッシュボード 

コード検査のインタラクティブ ダッシュボードにより、コードの問題点の発見と修正を

容易に行えます。 

リボンメニュー[コード検査]を選択します。これにより、見つかった問題の概要がダッ

シュボードに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各問題のカテゴリーをクリックして詳細情報を確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリックして詳細情報

を表示できます。 

選択した問題を表示します。 
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2.5.2 コード検査の結果の確認 

コード検査の結果を表示するには、リボンメニューの[コードエクスプローラー]を選択

し、表示されたメインビュー内のルートノード[コード検査]下の[Code Inspection for 

PowerBuilder]をクリックします。この項目の右横には問題となったコード数が表示され、

ナビゲーションバーには、コード検査に関わる項目が表示されます。 

例えば[重大度別コード検査の問題]カテゴリーから[危機的]をクリックします。問題と

なったコードルールの右横にはその件数が表示されます。 
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問題となったコードルールをクリックすると、そのコードルールに関する詳細の情報

（ルールの説明、主な利点、非準拠コード例、準拠コード例）がソースコードビューに表

示されます。 

問題となったコードルールを選択して、ナビゲーションバー項目[見つかった問題]をク

リックすると、問題のコードが表示されます。 

各スクリプトを選択すると、そのソースコードがソースコードビューに表示されます。 
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2.6   AIサービス 

Visual Expertでは、Enterpriseエディションで以下の AIサービスを提供しています。 

⚫ ビジネス説明 

⚫ コードロジック説明 

⚫ コードコメント挿入 

⚫ 問題修復 

コード欠陥やセキュリティの脆弱性を特定し、修正されたコード バージョンを生成 

⚫ SQLとコードの最適化 

非効率的なコード パターンを検出し、パフォーマンス向上のための最適化されたコー

ド代替を生成 

 

AIサービスの機能を利用するには、リボンメニューで[コード エクスプローラー]を選択

し、メインビューでスクリプトを保有するオブジェクトを選択します。これにより、ナビ

ゲーションバー項目に[AIサービス（ベータ）]カテゴリーが表示されます。 

例えば、ルートノード[Windows]を選択して[すべてのウィンドウ] をクリックして展開し

ます。展開されたウィンドウから 1つを選択すると、ナビゲーションバー項目に[AIサー

ビス（ベータ）]カテゴリーが表示されます。 
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2.6.1 コードロジックの説明 

前述のウィンドウ w_createdwのコードロジックの説明を表示します。 

ナビゲーションバー項目[コードロジック説明]を選択すると、メインビューに[コードロ

ジック説明]アイコンが表示されます。これをクリックすると、その説明がソースコード

ビューに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容をクリップ

ボードにコピー

します。 
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クリップボードにコピーされた[コードロジック説明]は以下になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

このオブジェクト w_createdw は、特定の操作と UI コントロールを処理するために

設計されています。これには、動的に生成されたデータウィンドウの作成と、異な

る表示形式を選択するためのラジオボタン、SQL 文を入力するためのマルチライン

編集、ボタンのコマンドによるデータウィンドウの生成、構文の表示などが含まれ

ます。 

 

次のコードの概要: 

 

1. UI コントロールの定義: ここでは、w_createdw 内で使用する複数の UI コント

ロールのタイプを定義しています。これにより、これらのコントロールは 

w_createdw の作成時にインスタンス化されます。 

 

2. コンストラクタ メソッド: w_createdw の作成時に、すべての UI コントロールが

生成され、w_createdw に追加されます。これは、super::create メソッドによって親

クラスの作成手順を呼び出すことから始まります。 

 

3. 破棄メソッド: w_createdw の終了時に、コントロールを適切に解放する手順が示

されています。 

 

4. イベント処理: 開く、クリックするなどの各操作イベントで具体的なアクション

を実行します。ここでは、SQL 文の構文を取り扱い、ユーザーからの入力を処理

し、データウィンドウを作成して表示可能にするためのアクションが定義されてい

ます。 
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2.6.2 ビジネス説明 

前述のウィンドウ w_createdwのコードロジックの説明を表示します。 

ナビゲーションバー項目[ビジネスの観点で説明]を選択すると、メインビューに[ビジネス

の観点で説明]アイコンが表示されます。これをクリックすると、その説明がソースコー

ドビューに表示されます。 
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2.6.2 ビジネス説明 

前述のウィンドウ w_createdwのコードロジックの説明を表示します。 
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